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横
浜
市
の 

障
害
者
プ
ラ
ン(

素
案
骨
子)

に
つ
い
て 

選
択
肢
の
多
様
化
を
は
か
っ
て

も
ら
い
た
い
。 

３
．
高
齢
・
重
度
障
害
者
の
支

援
体
制
、
殊
に
医
療
的
ケ
ア
と

終
末
期
の
制
度
的
対
応
を
検
討

願
い
た
い
。
市
と
し
て
、
高
齢
・

重
度
者
の
GH
を
試
行
中
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
経
験
を
今
後

の
施
策
に
ぜ
ひ
活
か
し
て
い
た

だ
き
た
い
。 

４
．
成
年
後
見
制
度
利
用
に
関

し
、
申
立
て
費
用
、
後
見
人
等

報
酬
に
つ
い
て
、
市
の
補
助
制

度
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
利

用
促
進
に
資
す
る
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

ま
た
は
市
民
後
見
人
等
の
法
律

的
案
件
な
ど
の
公
的
相
談
窓
口

が
あ
る
と
、
さ
ら
に
後
見
制
度

の
円
滑
な
利
用
が
は
か
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
。 

５
．
GH
の
設
置
場
所
の
制
限
を

緩
和
し
、
入
所
施
設
の
近
隣
に

設
置
す
れ
ば
、
入
所
施
設
職
員

が
効
率
的
に
支
援
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
GH
が
設
置
し
や

す
く
な
る
と
思
う
。
検
討
願
い

た
い
。 

６
．
そ
の
他
意
見
交
換 

(

注
）
障
害
者
プ
ラ
ン
に
つ
い
て 

 

障
害
者
基
本
法
の
規
定
に
よ

り
、
市
町
村
に
は
障
害
者
の
た

め
の
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な

計
画
の
策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
。 

 
ま
た
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に

よ
り
、
市
町
村
に
は
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
数
値
目
標
等
を
中
心 

と
し
た
計
画(

障
害
福
祉
計
画)

の

策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

横
浜
市
で
は
、
障
害
福
祉
計
画

を
「
障
害
者
プ
ラ
ン
」
の
な
か
に

取
り
込
み
、
一
体
的
に
作
成
し
て

い
る
。 

と
し
、
「
出
会
う
・
つ
な
が
る
・

助
け
合
う
」
「
住
む
・
暮
ら
す
」

な
ど
５
つ
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

障
害
福
祉
施
策
の
取
り
組
み
の

方
向
性
を
示
し
て
い
る
。 

 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し

て
は
、
８
月
に
素
案
確
定
、
11
月

に
原
案
策
定
、
Ｈ
27
年
３
月
に
プ

ラ
ン
確
定
を
予
定
し
て
い
る
。 

 

施
保
連
の
主
な
意
見
要
望 
 

１
．
第
２
期
プ
ラ
ン
の
実
施
・
推

進
状
況
を
点
検
・
評
価
し
、
そ
の

結
果
を
第
３
期
に
十
分
反
映
し

て
も
ら
い
た
い
。 

第
２
期
で
は
、
施
設
入
所
か
ら

地
域
移
行
へ
の
施
策
が
目
立
っ

た
が
、
第
３
期
で
は
、
障
害
者
本

人
の
特
性
に
応
じ
た
ふ
さ
わ
し

い
暮
ら
し
と
、
支
援
の
質
を
重
視

し
て
ほ
し
い
。 

具
体
的
に
は
、
入
所
施
設
や

Ｇ
・
Ｈ
の
整
備
と
あ
わ
せ
、
職
員

配
置
の
充
実
と
支
援
の
質
的
向

上
な
ど
ソ
フ
ト
面
の
改
善
を
は

か
っ
て
も
ら
い
た
い
。 

２
．
施
設
入
所
ま
た
は
短
期
入
所

の
待
機
者
が
大
変
多
い
。
こ
れ
ら

の
待
機
者
の
多
く
は
、
進
路
に
つ

い
て
の
選
択
肢
が
少
な
く
、
や
む

な
く
希
望
に
添
わ
な
い
施
設
を

選
ば
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な

い
か
。 

横
浜
市
で
は
、
第
２
期
障
害

者
プ
ラ
ン
が
本
年
度
で
終
了
す

る
こ
と
か
ら
、
第
３
期
障
害
プ

ラ
ン
（
Ｈ
27
～
Ｈ
32
年
度
度
）

を
策
定
中
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ

ど
そ
の
素
案
骨
子
が
ま
と
ま
っ

た
の
で
、
こ
れ
を
各
障
害
者
団

体
等
に
説
明
し
、
今
後
の
障
害

者
施
策
に
つ
い
て
、
意
見
を
求

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

神
奈
川
施
保
連
に
は
、
７
月

１
日
に
骨
子
の
説
明
が
あ
っ
た

が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
関
連
す

る
課
題
を
含
め
、
次
の
よ
う
な

意
見
・
要
望
を
提
起
し
た
。 

横
浜
市
の
説
明
概
要 

第
２
期
プ
ラ
ン
は
、「
将
来
に

わ
た
る
安
心
施
策
」
と
「
障
害

の
理
解
啓
発
の
さ
ら
な
る
充
実

な
ど
の
重
点
施
策
」
を
推
進
す

る
視
点
で
組
立
て
、
実
施
し
て

き
た
が
、
依
然
と
し
て
「
制
度

が
複
雑
で
分
か
ら
な
い
」「
障
害

に
合
っ
た
住
ま
い
が
ほ
し
い
」

な
ど
の
声
が
上
が
り
、
そ
の
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
第
３
期
プ
ラ
ン
で
は
、
障

害
児
者
が
日
常
生
活
を
送
る
う

え
で
の
視
点
に
立
っ
て
、
基
本

目
標
を
「
自
己
選
択
・
自
己
決

定
の
も
と
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
、
学
び
・
育
ち
・

暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
、
よ
こ
は
ま
を
目
指
す
」 

障害のある人たちが病気になったとき、ケガをしたときに備えて 

 神奈川施保連では、知的障害児者や自閉症児者が病気やケガをしたとき、また、

そのために入院したときなどに備え、「やまゆり知的障害児者生活サポート協会」

の運営に参加しています。 

加入資格、その他の詳細は、下記までお問い合わせください。 

やまゆり知的障害児者生活サポート協会 

  〒221-0844 横浜市神奈川区沢渡 4-2 神奈川県社会福祉会館内 

           TEL 045-314-7716 FAX 045-324-0426 



第

二

回

保

護

者

会

間

交

流

会

開

催 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

２
０
１
５
発
足 

 
 

 

平
成

27

年
度
の
全
施
連
第

11
回
全
国
大
会
が
、
神
奈
川
県

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

 

大
会
テ
ー
マ
、
会
場
、
宿
泊
等
、

早
急
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
常
任
理

事
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
２
０
１
５
」
を
立
ち
上

げ
、
す
で
に
３
回
会
合
を
も
っ

て
、
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
神
奈
川
施
保
連
と

し
て
は
、
開
催
日
は
平
成
27
年

10
月
20
日
・
21
日
に
し
た
い
旨

を
全
施
連
に
提
案
し
、
了
承
が
得

ら
れ
ま
し
た
の
で
、
今
後
具
体
的

な
準
備
を
進
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

 

神
奈
川
施
保
連
の
総
力
を
あ

げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
理
事
の
皆
さ
ん

は
勿
論
、
会
員
各
位
に
も
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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神
奈
川
施
保
連
で
は
、
会
員
間
交
流
促

進
の
た
め
、
昨
年
11
月
に
第
１
回
保
護
者

会
等
間
交
流
会
を
開
催
し
た
が
、
今
般
第

２
回
交
流
会
を
７
月
27
日(

日)

午
後
１
時

か
ら
横
浜
市
技
能
文
化
会
館
に
て
開
催
し

た
。 今

回
の
テ
ー
マ
は
【
利
用
者
の
特
性
に

応
じ
た
支
援
の
質
と
量
に
つ
い
て
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
面
で
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ

り
、
望
ま
し
い
改
善
の
方
向
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
】
と
し
、
40
名
の
参
加
を
得
て
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。 

 

初
め
に
自
己
紹
介
の
後
、
司
会
、
記
録
、

発
表
者
を
決
め
て
か
ら
約
２
時
間
に
わ
た

り
グ
ル
ー
プ
毎
に
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、 

 

最
後
に
各
グ
ル
ー
プ
の
話
し
合
い
の
内
容

を
、
５
分
程
度
で
発
表
し
た
。 

 

各
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

引
き
続
き
意
見
交
換
を
す
る
た
め
、
次
回
の

会
合
を
左
記
の
通
り
決
め
た
。 

＊
各
グ
ル
ー
プ
の
議
事
要
録
は
次
号
以
降

で
紹
介
す
る
。 

川
﨑
市
の
来
年
度 

障
害
関
連
予
算
に
関
し
要
請 

 
 

 
神
奈
川
施
保
連
と
川
﨑
市
き
づ
な

の
会
は
合
同
し
て
、
次
に
よ
り
日
本
共

産
党
川
﨑
市
市
議
団
と
の
会
合
を
行

い
ま
し
た
。
当
日
は
要
望
書
を
提
出
す

る
と
と
も
に
、
知
的
障
害
者
福
祉
の
現

状
に
つ
い
て
説
明
し
、
川
﨑
市
の
２
０

１
５
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
障

害
福
祉
関
連
予
算
の
拡
充
に
つ
い
て
、

格
段
の
尽
力
を
要
請
し
た
。 

 

★
日 

時 

平
成
26
年
７
月
18
日 

午
後
２
時
か
ら 

★
会 

場 

川
﨑
市
役
所
第
３
庁
舎

６
階
会
議
室
。 

★
出
席
者 

日
本
共
産
党
川
﨑
市
議

員
団
の
正
副
委
員
長
以

下
６
名 

神
奈
川
施
保
連
会
長,

 

川
﨑
市
き
づ
な
の
会
会

長
以
下
10
名 

 
 

 

要
望
書
の
概
要 

 

１
．
短
期
入
所
の
充
実 

２
．
防
災
訓
練
の
あ
り
方
検
討 

３
．
就
労
支
援
の
充
実 

４
．
老
朽
化
施
設
の
改
善 

５
．
高
齢
化
等
に
伴
う
施
設
の
充
実 

６
．
障
害
者
の
特
性
に
応
じ
た
健
康
診

断
の
実
施 

７
．
地
域
移
行
促
進
の
た
め
の
体
験
利

用
の
周
知
徹
底
を
図
る
。 

 (

注)

川
崎
市
き
づ
な
の
会 

 

川
崎
市
内
の
知
的
障
害
者
入
所
施 

設
（
三
施
設
）
の
保
護
者
会
の
連
合 

会
で
、
定
期
的
に
会
合
を
持
ち
、
利 

用
者
の
処
遇
改
善
等
に
向
け
て
活
動 

し
て
い
る
。 

 
 

第２回目の 

 開催日 

 

１Ｇ 8/30 

２Ｇ 8/18 

３Ｇ 8/23 

４Ｇ 8/24 

５Ｇ 9/10 

６Ｇ 8/24 

 
  

 

今
年
度
は
左
記
の
通
り
、
二
日
間
に
分

け
て
施
設
見
学
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

★
見
学
先 

 

(

社)

川
崎
聖
風
福
祉
会
【
桜
の
風
】 

 
 

 

川
崎
市
中
原
区
井
田
３
―
16
―
１ 

 
 

 

電
話 

0
4
4

―9
2
0
-
90
0
6 

★
期
日 

 

①
平
成
26
年
10
月
８
日(

水)

25
名 

 

②
平
成
26
年
10
月
９
日(

木)

25
名 

★
時
間 

午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分 

★
申
込
み 

詳
細
及
び
申
込
み
は
各
保
護 

者
会
へ
。 

 

総
務
部
会
新
部
員
の
紹
介 

 

８
月
３
日
の
理
事
会
か
ら
左
記

の
通
り
、
総
務
部
会
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
左
記
の
二
名
が
新
た
に
加
わ

り
ま
し
た
。 

石
川
初
枝
氏(

愛
名
や
ま
ゆ
り
園)

 

大
月
和
真
氏(

津
久
井
や
ま
ゆ
り
園)

 

 

全施連第 10回記念全国大会開催要項 
『知的障害を持つ人の生涯を考える！』 

 

◆期日 平成 26 年 10 月 21 日（火）～22 日(水) 

◆会場 ロワジールホテル豊橋 

    〒441-8061 愛知県豊橋市藤沢町 141 

     TEL 0532-48-3131 FAX 0532-46-6672 

◆参加資格 ①知的障害者施設・施設家族会関係者 

      ②その他知的障害に関心のある方 

◆参加費  ①大会参加費５０００円 

      ②経験交流会７０００円（希望者のみ） 

◆問い合わせは各保護者会長まで 

神
奈
川
施
保
連
主
催 

施
設
見
学
会
の
ご
案
内 


